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もある。安全で信頼性の高い電気設備を構築するた
めには，電気に関する確かな専門知識と，高い技能
が求められる。電気の安定供給はますます重要に
なってきている。現代社会の安定と発展を支えてい
るのは電工に従事する技能者といっても過言ではな
いだろう。

2.2　電工職種で求められる技能
電工においては，安全で正しく機能する電気設備

を施工することが大前提となる。このことは，電気
設備の要求仕様を満たし，かつ，電気設備の技術基
準や内線規定などを順守して正確に作業しなければ
ならないことを意味している。

これに加え，作業時間をできる限り短くすること
も必要である。施工にかかる時間はコストに大きく
影響する。ひとつひとつの作業が速くなれば，大き
なコストダウンにつながる。

さらに，見た目の美しさも重要である。美しく施
工された電気設備は，単に見栄えがよいだけでなく，
点検が適切に実施でき，かつ，改修工事などが容易
になり，使いやすい設備になる。

その他，最近では，環境への配慮から，材料の節
約や環境負荷の小さい器具・材料の使用などが求め
られるようになってきている。

3．技能五輪における競技の内容

3.1　競技課題の概要
2章で示した電工職種で求められる技能を踏ま

1．はじめに

技能五輪全国大会（以下，「技能五輪」という。）は，
次代を担う青年技能者が，各職種の技能レベル日本
一をかけて競う大会である。この技能五輪には，職
業能力開発総合大学校（以下，「職業大」という。）
の多くの教員が競技委員・補佐員として参加してお
り，我が国のものづくり基盤強化に貢献している。
筆者も第41回大会（2003年，新潟）から補佐員とし
て技能五輪に参加し，第50回（2012年，長野）から
は電工職種の競技主査を務めている。本報では，筆
者が関わってきた電工職種について，職種の概要と
求められる技能，技能五輪での課題および競技方法，
競技委員の役割などについて解説する。

2．電工職種の概要

2.1　電工とは
電工とは，電気工事を略したもので，ビルや工場，

一般家庭の電気設備の施工のことを指す。電工の主
な仕事は，スイッチやコンセントの取り付け，空調
機器や産業機械，照明器具への配線，電線を保護す
るための配管である。最近では，機械や照明などの
制御回路の設計・施工も行うようになってきている。

電気設備は，一か所でも間違いがあると正しく動
作しない。また，建物とともに長きにわたって確実
に機能しなくてはならない。不良な個所があれば，
漏電や感電，火災などの事故につながる危険な一面

連載企画：職業大と技能五輪　第２回

職業能力開発総合大学校
技能五輪全国大会「電工」職種競技主査　清水　洋隆
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る。動力設備配線工事については，誘導電動機の運
転制御を有接点シーケンス制御回路で実現する。照
明・コンセント設備配線工事については，スイッチ，
照明およびコンセントを用いた通常の電灯回路と小
型PLCによる照明の制御回路とが含まれる。

配線の種別としては，金属管配線，合成樹脂管配
線，PF管配線，ケーブル配線に加え，ダクトやメ
タルモールを用いた配線なども含まれる。

なお，毎回の大会で共通の事項については，技
能五輪全国大会電工職種競技規則にまとめられてい
る。この規則には，競技の概要や競技ブースの大き
さ，基本的な施工方法に加え，次節以降で述べる採
点基準，使用治工具，保護具の着用についても記さ
れている。

3.2　競技課題の決定プロセス
競技課題は，競技委員および参加選手の所属企業

からの代表者が出席する職種連絡会で原案が決定さ
れる。各企業から競技課題案が提案され，出席者に
よる投票で課題案が決まる。決定された課題案に対
する意見などを踏まえ，変更・修正されたものが公

え，技能五輪では，以下に示す技能要素に対して競
技を行う。

①与えられた配線図や施工条件などから電気設備
の仕様，作業内容，使用する器具・材料および
工具などを読み取り，仕事の段取りができるこ
と。

②器具・材料の取り付け，配線および配管などの
作業が正しく，速く，きれいにできること。

③シーケンス制御の内容を理解し，それを実現す
るためのプログラミングができること。

④回路の動作確認が適切に行えること。

一例として，第54回大会（2016年，山形）の課題
図面を図1に示す。電工職種では，正面および側面
からなる木製の作業板上への配線工事と小型PLCへ
のプログラミングとを行う。課題には事前に公表さ
れる部分と，競技当日に発表・決定される部分とが
ある。さらに，公表された課題の一部（20%以内）
が変更される可能性がある。工事としては，動力設
備配線工事と照明・コンセント設備配線工事とがあ

図1　第54回技能五輪全国大会電工職種課題図面（山形県の鳥「おしどり」がモチーフ）
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コギリなど，市販されていても使用できない治工具
もある。以前は，作業がしやすいように工具を改造
したり，選手が製作した治工具を使用したりするこ
とが認められていたが，現在は禁止されている。

3.5　保護具の着用義務
電工職種では，競技中の安全確保のため，保護具

の着用を義務付けている。帽子および安全靴につい
ては競技中常に着用しなければならない。また，手
袋についてはナイフおよび金切りのこを使用する作
業時に，保護メガネについては電動工具を使用した
穴あけ作業およびカルコを使用する作業時に，それ
ぞれ着用することとしている。

4．競技委員の役割と構成

競技委員は，①競技課題の作成，②競技における
支給材料の手配，③競技ブースなどの設営，④競技
中の審査および⑤採点を行う。③～⑤については，
競技委員だけでは人数が足りないため，補佐員も加
わる。

現在，電工職種の競技委員は，職業大の教員3名，
職業大以外の独立行政法人高齢者・障害者・求職者
雇用支援機構の指導員1名，都道府県の指導員2名，
都道府県の能力開発課職員1名の計7名である。いず
れの競技委員も，電工に関連した授業や実習を担当
しているあるいは担当していた経験があり，技能五
輪以外の各種競技大会の審査員や電気工事士の国家
試験の判定員などを務めた実績もある。このような
経験豊かな競技委員でなければ，技能五輪のような
日本一を決める競技大会の審査はできない。

5．大会に向けての選手の練習

選手は公表された課題をもとに，繰り返し練習す
る。技能五輪参加に向けて取り組む練習の総時間数
は，一定の水準にある電工職種の技能者の場合でも，
100時間近くに達する（1）。選手はコーチである先輩
社員の指導を受けながら，各作業に対する部分練習
や，本番を想定した通し練習などに取り組む。この

表課題として公開される。さらに，公表された課題
に対して約一か月程度の期間，質問・意見を受け付
ける。これに対して競技委員が検討・回答するとと
もに，必要に応じて競技課題を修正する。

競技課題の非公表部分および当日変更する部分に
ついては，競技委員のみで検討する。これらは，選
手の対応力をみる重要な部分となるため，試演を行
うなどして慎重に決定される。

3.3　採点基準
各選手の持ち点を100点とし，表1に示す採点項目

ごとに，最大減点の範囲内で減点して得点を決定す
る。採点項目ごとに細かく基準が定められており，
例えば，回路の操作不良などの致命的な欠陥につい
ては5点程度の大きな減点となる。また，ケーブル
が作業板に密着していないなどの軽微なものについ
ては0.1点程度の減点となる。採点の結果，点数が
極めて僅差の選手間の順位については，別途実施す
る仕上がり体裁の採点結果などを参考にして決定す
る。仕上がり体裁の採点には，競技委員，補佐員に
加え，参加選手の所属企業から1名ずつが参加する。

3.4　使用治工具の制限
競技に使用することが認められている治工具につ

いても規定されている。原則，市販されていて入手
が容易なものでなければならず，その用途に適合し
た方法でしか使用してはならない。また，充電式ノ

表1　電工職種の採点項目
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布を示す。このときの参加選手は46名で，金賞1名，
銀賞2名，銅賞3名，敢闘賞9名であった。銅賞まで
の選手全員が90点以上，敢闘賞の選手でも80点以上
というハイレベルな大会であった。特に金賞の選手
の得点は98.2点であり，減点が2点未満というほぼ
完璧な内容であった。この選手は，2017年にアブダ
ビで開催された第44回技能五輪世界大会の日本代表
として出場した。

7．おわりに

技能五輪に挑戦することの意義は，単に高度な技
能を習得するということだけではない。安全に対す
る意識，効率的に作業を進める能力，的確な判断力，
整理・整頓の習慣，規律など，現場で働く技能者と
して，さらには，職長などの現場リーダとして必要
な多くの素養が養われる。技能五輪が単なる競技大
会で終わるのではなく，選手として取り組んだ経験
が，その後の業務に効果的に生かすことができるよ
うにすることが，競技委員の重要な役割である。

＜参考文献＞
（1）	中央職業能力開発協会：「技能競技大会を活用した人材育成

の取組マニュアル 電工職種編」，平成26年厚生労働省委託事
業（平成27年3月）

先輩社員もかつては技能五輪の選手であることがほ
とんどである。自分の経験を生かし，作業の効率化
や効果的な練習方法などについて日々研究しなが
ら，選手とともに技能五輪に挑んでいる。

6．技能五輪電工職種の開催状況

6.1　参加選手数
2007～2016年の過去10年間の技能五輪電工職種

の参加選手数は，36～47名の間で推移していたが，
2017年開催の第55回大会では50名となった。参加企
業数もこれまでの11社から13社に増えた。選手の数
を増やしていきたいと考えている企業も多く，今後
も参加選手数が増加することが予想される。

6.2　競技の見どころ
電工職種の競技の見どころは，選手による計算さ

れた作業の進め方と，きびきびとした無駄のない動
きである。電工職種の特徴の一つは，選手が扱う器
具・材料の種類の多さである。その数は100種類を
超える。このことは，選手が行う作業の種類も多様
であることを意味する。金属管の曲げ作業のように
スポーツの競技のようなダイナミックな動きがある
かと思えば，制御回路の配線作業のような細やかな
作業もある。競技中，工具を次々と変えながら様々
な作業を展開していく選手の姿には目を奪われる。

6.3　成績
図2に第54回大会の作品の写真を，図3に得点分

図2　第54回大会の作品

図3　第54回大会の得点分布
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2．職業実践的な教育推進に向けた背景

現在の日本における高等教育への進学率は年々高
くなっており，特に大学・短大への進学率は平成28
年度で56.8%にもなっている。大学・短大の進学希
望者の収容率が94%という数字があり，かつての受
験戦争に象徴されるように選ばれたものだけが大学
に入学するという様相は無くなってきている。

大学は「学術の中心として，広く知識を授けると
ともに，深く専門の学芸を教授研究し，知的，道徳
的及び応用的能力を展開させること」を目的とし，
また，短期大学は大学の目的に代えて「深く専門の
学芸を教授研究し，職業又は実際生活に必要な能力
を育成することができる」こととしており，大学・
短期大学で行われる教育活動は，学術研究の成果を
基盤とすることが本来的な目的とされている。

しかし全入化が進む中，大学・短大へ進学する若者
の中には将来の職業的な自立を意識して自らのキャリ
ア形成を目的とするのではなく「自分探し」というモラ
トリアムの様相が色濃い若者も少なくない。

大学の就職率は全卒業生を分母にすると76%程度
であり，大学院進学者の12%を差し引いても多くの
若者が確固たる職業に就いていない，つまり社会と
の接続がうまく行っていないことが窺える。

一方で，企業における職業能力開発については，
厳しい経済状況を背景に正規職員以外の就業形態で
働く若者が増加すると共に，企業が人材育成にかけ
る費用を縮小している傾向があり，新入社員教育の
短期化が見られる。その結果，企業の人材ニーズが

「即戦力」という言葉で代表されるように，高等教

1．はじめに

我が国は，急速な少子高齢化とこれに伴う生産年
齢人口の急減，産業構造・労働市場の変化等の大き
な課題に直面している。また，知識・技能や人材需
要の高度化，職業の多様化等が進む中，雇用の中心
をなしているのは，サービス業を中心とした中小企
業であり，その8割を占めている。

このような中，若者のキャリア形成においては，
産業界で必要となる実践的な知識や技術を学び続け
てゆくことが重要であり，我が国の成長・発展の上
でも不可欠な課題といえる。特に，高等教育は社会
への接続という意味で重要な段階であることから，
職業に必要な能力を修得できる環境を，高等教育に
おいて充実していくことが必要になっている。

上述のような，現在の高等教育における職業教育
の位置付けや課題，また実践的な知識・技能を有す
る人材の育成ニーズや高等教育機関が職業教育にお
いて果たす役割への期待の高まりを背景に，文部科
学省を中心として高等教育における職業教育を充実
させるための方策が検討され，その一つとして，職
業実践的な教育のための新たな枠組みを整備するこ
とが決められた。
「新たな枠組み」の趣旨を専修学校の専門課程に

おいていかしていく先導的試行として，企業等との
密接な連携により，最新の実務の知識等を身につけ
られるよう教育課程を編成し，より実践的な職業教
育の質の確保に組織的に取り組む専門課程を文部科
学大臣が「職業実践専門課程」として認定し，奨励
することとした。

東京工科自動車大学校　佐藤　康夫

職業教育の質向上に向けた
職業実践専門課程の取り組み
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3．職業実践専門課程の創設とその取り組み

専修学校は全般的にみれば，学校評価の実施・公
表状況は芳しくなく，また，情報公開等も必ずしも
進んでおらず，専修学校の取り組みが外からは見え
づらいとの指摘も多い。社会が急速に変化する中で，
どのように教育内容を充実し，その情報を適切に発
信していくかということが課題となっており，情報
公開等を促す支援も含め，学校評価・情報公開の充
実に向けた取り組みは，専修学校の質保証・向上に
おいて，今後一層重要である。そのような背景の中

「平成25年7月12日　専修学校の質保証・向上に関す
る調査研究協力者会議報告」における提言等を踏ま
え，「専修学校の専門課程における職業実践専門課
程の認定に関する規程（平成25年文部科学大臣告示
第133号）」が平成25年8月30日に公布・施行された。

職業実践専門課程は，企業等との密接な連携のも
とで，教育課程の編成や実習・演習の実施，教員研

育機関の卒業生像に職業的な実践力を求める傾向が
高まっている。そういった中，専門学校は，「職業
若しくは実際生活に必要な能力を育成し，又は教養
の向上を図る」ことを目的としており，現在18歳人
口の約20％が進学している（図1）。専門学校におい
ては，実習を主体とした職業教育が盛んに行われて
おり，実務を経験した教員により実践的な知識・技
能の育成，その成果としての職業資格の取得，学ん
だ分野に関連する企業への高い就職率等，職業に直
結する教育機関として職業的な即戦力となる人材づ
くりに成果を上げている。

しかし，専門学校は，専修学校制度の中に位置づ
けられており，設置主体の限定がなく，設置運営等
に関する法令の定めがゆるやかであるなどの制度的
特性を有している。この特性をいかして産業界等の
ニーズに即応した柔軟な職業教育を展開できるとい
う強みを有している反面，大学・短大と比べ，全体
的な質の担保の面で課題があり，その教育の質につ
いて各校毎の差異が大きいという指摘がある。

図1　文部科学省学校基本調査報告より抜粋
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また，専門課程が職業実践専門課程の認定後に公
表すべき様式として「別紙様式4」が指定されており，
各認定要件に関する実施状況のほか，基本情報とし
て「定員」，「教員数」，「学期制度」，「成績評価」，「卒
業・進級条件」，「生徒指導」，「課外活動」，「就職等
の状況」，「中途退学の現状」等が公表項目として定
められている（図7）。

4．職業実践専門課程の現状と今後について

職業実践専門課程は，教育課程の組織的・定期的
な見直しの実施や，企業等の外部組織との連携強化
など，専修学校の学校運営・教育活動等の組織的な
改善（PDCAサイクルの確立）につながっているこ
とのほか，就職先となりうる業界において求められ
る能力に対する教職員の理解や指導力の向上につな

修の実施，学校関係者評価及び情報公開を実施する
ことにより，より実践的な職業教育の質の確保に組
織的に取り組む専修学校の専門課程を文部科学大臣
が認定する制度である（図2）。

【認定要件】
・教育課程編成委員会の委員構成，開催回数，教育

課程の編成内容
・企業等と連携した実習・演習等の実施
・企業等と連携した組織的な教員研修の実施
・企業等と連携した学校関係者評価の実施・公表
・ホームページにおける情報提供

職業実践専門課程は，産学連携等の取組実績に基
づき認定する制度であり，認定後の取組状況につい
ては，学校関係者評価及び情報公開により，社会に
示していく仕組みとなっている。
●教育課程編成委員会（東京工科自動車大学校の例）

卒業生の就職先である企業，自動車分野の有識者
を中心に「教育課程編成委員会」を結成し，社会で
必要となる教育内容について意見を頂戴し，実践的な
職業能力養成に繋がるカリキュラムの改善を実施。
●「学校関係者評価」（東京工科自動車大学校の例）

卒業生，在校生保護者，地域の方，企業等が参画
して学校評価委員会を開催し，学校の事業計画，自
己点検自己評価に関わる検討により，外部の意見を
反映した学校運営に繋げている。

図2　文部科学省広報資料より抜粋

図3　教育課程編成委員会 図4　企業連携教育

図5　学校関係者評価 図6　企業主催教員研修

図7　学校ホームページによる情報公開
（東京工科自動車大学校の例）
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を図っていく方向性となっている。
初年度より4年目となる平成29年度には，初年度

認定された職業実践専門課程を含め，改めて認定要
件や公開情報である様式4の書式も改訂された。

5．高等教育の複線化に向けた専門職大学・ 
専門職短期大学の制度化

専門学校に対し「職業実践専門課程」を認定する
だけではなく，高等教育における「新たな枠組み」
の趣旨を大学・短期大学のいわゆる一条校における
職業教育の機能についても議論が進められていた。

その結果，質の高い中堅人材養成を目的とした高
等教育における職業教育の充実を図るため，平成29
年5月に，学校教育法の一部を改正する法律が成立
し，平成31年4月1日より専門職大学・専門職短期大
学が制度化されることになった。
●専門職大学等の概要

産業構造の急激な転換により，社会における将来
の予測の困難化が進み，変化の激しい社会に対応し
た人材，すなわち，より高度な「実践力」と新たな
モノやサービスを創り出せる「創造力」を有する人
材の育成強化が急務となっている。「専門職大学等」
は，大学制度の中に，実践的な職業教育に重点を置
いた仕組みとして制度化するものであり，産業界と
の密接な連携により，専門職業人材の養成強化を図
り，大学への進学者に新たな選択肢を広げる。
●専門職大学等の特色（既存の大学制度と異なる点）
①教育内容

専門職大学等は，その専門性が求められる職業に
就いている者，当該職業に関連する事業を行う者，
その他の関係者の協力を得て，教育課程を編成，実
施することになっており，産業界等と連携した教育
を実施することが義務付けられる。また，卒業単位
のおおむね3～4割程度以上を実習等の科目とすると
ともに，適切な指導体制が確保された企業内実習等
を2年間で10単位以上，4年間で20単位以上履修する
こととしている。
②修業年限

4年制課程の専門職大学と，2年制又は3年制課程

がる効果がみられるという評価を受けている。
この課程は，平成26年（2014年）の初回の大臣

認定以来，これまでで合計4回の認定を経て，902校 
2,773学科が認定されている（平成29年（2017年）2月
24日現在）。これは，全専門学校数の約30％であり，
認定要件である修業年限2年以上の全学科数を母数
としてみれば，学科数で約40%が認定されている（表
1，表2）。

職業実践専門課程の取り組みは，専門学校の強み
を引き出し，専門学校の社会的評価の一層の向上に
つながるものであり，将来的には，全ての専門学校
において共通して実践されるべき条件として位置づ
けていく必要がある一方で，現時点においては，教
育の高度化と改革を目指す質の高い専門学校の取り
組みとして位置づけていくことが適切であり，取組
充実の一層の具体化に向けて，認定要件等の見直し

表2　職業実践専門課程の分野別認定状況

表1　職業実践専門課程の認定学校及び学科数
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に複線化された教育機関の中でさらなる特徴化と社
会的認知を得る活動をしてゆかなければならない立
場にあるといえる。

大学は，学術研究的な教育のもと応用的能力を育
成しており，卒業した若者は幅広い業種の中でその
応用力を開花させる。つまり，社会のニーズに対応
した具体的な職業能力を教育する構造にはなってい
ない。一方専門学校は，それぞれの産業から求めら
れる特化した職業能力をカリキュラム化し，実践的
に体験的な学習のもと各業種の即戦力として活躍で
きる能力を育成している。日本の産業における人材
ニーズに対し，教育の比重をどこに傾ける必要があ
るかは明らかであると考える。

また，我が国では，普通教育志向の進学者が拡大
しており，明確な進路意識・目的意識を持たないま
ま進学している者も多い。

専門学校は，高校生等の進路として実績がある
のに，高校の進路指導上，専門学校の情報が極めて
少なく，認知度が低いと言われている。その理由の
一つに，高校現場における大学へ傾倒している進路
指導の在り方がある。高校のレベルが古くから大学
進学者数で評価される傾向や，職業体験を持たない
教員の進路指導が要因として考えられる。高校卒業
後の進路に対する情報提供の不足が若者の将来選択
に影響を与えることの無いよう早急な改善が望まれ
る。

7．おわりに

職業実践専門課程は，まだスタートしたばかりで
はあるが，次の段階において「先導的試行」をさら
に形の見えるものにしてゆく必要がある。自己評価
の義務化も平成18年の学校教育法改正によりスター
トしてから10年が過ぎた。今後，専門学校の価値を
広く社会に伝えてゆくためにも，学校自身による教
育の質の点検・評価と改善に関する主体的な取り組
み（内部質保証）を進めることが重要になってくる。
また，職業実践専門課程の質保証・向上の観点から
は，認定後の取組充実の状況を確認し，促進する枠
組みとして，第三者評価の導入を進めていくことが

の専門職短期大学があり，前期課程及び後期課程の
区分制課程も導入できることになっており，前期課
程修了後，一旦就職してから後期課程への再入学，
社会人が学び直しのために後期課程から入学するな
ど，多様な学習スタイルを選択できる。
③教員

実務家教員を教員組織の中に積極的に位置づけ，
必要専任教員数のおおむね4割以上を実務家教員と
し，その半数以上は研究能力を併せ有する実務家教
員とする。
④学位

専門職大学を卒業した者に対し「学士（専門職）」
の学位を，専門職短期大学を卒業した者に対し「短
期大学士（専門職）」の学位を授与し，また，専門
職大学の前期課程を修了した者に対し「短期大学士

（専門職）」の学位を授与する。
⑤修業年限の通算

社会人の学び直しを推進するため，実務の経験を
有する者が専門職大学等に入学する場合に，当該入
学者の実務経験を通じた能力習得を勘案して，一定
期間を修業年限に通算できる。
⑥認証評価

専門職大学等の認証評価においては，専門分野の
特性に応じたいわゆる分野別評価を行う。

6．今後の課題・考察

専門学校において，職業教育の質向上に向けた取
り組みや，職業実践専門課程の認定を申請し，自ら
の教育の高度化を図る動きは，職業教育により社会
に貢献する実績を積んでいる自負と，その取り組み
について社会的な認知を得ることが主な動機となっ
ている。さらに長年高等教育機関として認められな
がらも一条校という位置づけが与えられず，未だ国
からの教育助成を受けていない立場を段階的に解消
したいという考えも背景に存在した。

しかし，新たに制度化された専門職大学は，国際
通用性の議論から大学体系の内容となり，専門学校
が入り込むのは大変困難な仕組みとなっている。

したがって，専門学校は専門学校として今後さら
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必要になると考えられる。その際の第三者評価は，
学校における内部質保証を前提にしたものとすると
ともに，学修成果をより意識した，専修学校の特色・
強みを生かした，実効性のある第三者評価システム
を構築していくことが望まれる。

＜参考文献＞
（1）	これからの専修学校教育のあり方について（報告），これか

らの専修学校教育の振興の在り方検討会議，平成29年3月
（2）	実践的な職業教育を行う新たな高等教育機関の在り方につい

て（審議のまとめ），実践的な職業教育を行う新たな高等教
育機関の制度化に関する有識者会議，平成27年3月
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表紙デザイン選考会　選考結果
「技能と技術」誌 表紙デザインの募集に、全国から₁₄₄点の応募をいただきました。毎年多数

のご応募ありがとうございます。本誌編集委員長をはじめ専門識者による厳正な審査の結果、以
下の₁₅点を入選作品といたしました。

最優秀賞に選ばれた村川拓大さんの作品は₂₀₁₈年に発行されるVol.₅₃の表紙を飾ります。また、
次点の末次沙也加さんの作品は平成₃₀年度職業訓練教材コンクールのポスターデザインに採用さ
れます。

■ 最優秀賞　　村　川　拓　大（宮城県立仙台高等技術専門校）

【コンセプト】
　技術を球体、技能を球体を支える楕円で表し、不安定ながら一緒に大きくなって
いく様を表現した。
　また、球体から出ている線を能力とし、技術と技能が大きくなると同時に増えて
いく様を表した。
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■ 優秀賞

■ 佳作（12名）
萩　中　絢　香（北海道立札幌高等技術専門学院）

明　杖　真　未（北海道立旭川高等技術専門学院）

阿　部　花　梨（秋田県立大曲技術専門校）

磯　貝　左　京（サレジオ工業高等専門学校）

鈴　木　ももか（神奈川県立産業技術短期大学校）

小　又　雄　一（神奈川障害者職業能力開発校）

大　石　大　輝（長野県長野技術専門校）

林　　　宏　幸（長野県長野技術専門校）

石　垣　康　英（兵庫県立神戸高等技術専門学院）

岡　本　圭　恵（兵庫障害者職業能力開発校）

川　田　国　寿（兵庫障害者職業能力開発校）

成　相　圭　紀（島根県立東部高等技術校）

■ 優秀賞
末　次　沙也加（福岡県立福岡高等技術専門校） 加　藤　幸　親（兵庫障害者職業能力開発校）

【最優秀賞作品に対する選考員のコメント】
・構成要素が多く書き込んでいる作品が多い中で、比較的少ない要素の中で新しい

可能性や発展的なことを想像させる作品に仕上がっている。
・デザインがシンプルでありながら、新鮮さを感じる。直線と曲面のバランスが非

常にうまく表現されている。
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平成30年 「技能と技術」誌 特集テーマについて
　「技能と技術」誌編集委員会において、平成30年の特集テーマが決定しまし
た。本誌への投稿をお待ちしております。

特集テーマ

2018年第１号（通巻第291号） 平成30年３月掲載

【職業訓練実施の創意工夫】
内容：訓練実施における工夫・改善、訓練の質の向上等の取り組みを紹介。

2018年第２号（通巻第292号） 平成30年６月掲載

【就職支援の取り組み】
内容：主として女性、中高齢者に対する就職支援の取り組みを紹介。

2018年第３号（通巻第293号） 平成30年９月掲載

【障害者に対する職業訓練】
内容：障害者に対する職業訓練実施における創意工夫、就職支援等の取り組みについ

て紹介。

2018年第４号（通巻第294号） 平成30年12月掲載

【ものづくり人材の育成に向けた取り組み】
内容：技能五輪、若年者ものづくり競技大会等に向けた取り組み、指導者を対象とし

た技能伝承の取り組みを紹介。

問い合わせ先

「技能と技術」誌編集事務局
職業能力開発総合大学校 基盤整備センター 企画調整部企画調整課

〒187︲0035 東京都小平市小川西町2︲32︲1
TEL：042︲348︲5075　FAX：042︲348︲5098　E︲mail：fukyu@uitec.ac.jp
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原稿募集のお知らせ
　「技能と技術」誌では職業訓練やものづくりにかかわる以下のような幅広いテーマで原稿
を募集しています。執筆に関してのご相談はfukyu@uitec.ac.jpまでお寄せください。また、
記事に関するご意見やご感想もお待ちしております。

実践報告

技術情報

技術解説

教材開発・教材情報

海外情報・海外技術協力

企業の訓練

ずいそう・雑感・声・短信・体験記

実験ノート・研究ノート

伝統工芸

調査報告・研究報告

各訓練施設における各種訓練コース開発、カリキュラム開発、訓練方法、指導法、評価
法等の実践の報告

技術的に新しい内容で訓練の実施に有用な情報

各種訓練の応用に活かすための基礎的な技術を解説

各訓練コースで使用される教材開発の報告、教材に関する情報

諸外国の一般情報、海外訓練施設での訓練実践、教材等の情報

企業の教育訓練理念、体系、訓練内容、教材、訓練実践を紹介

紀行文、所感、随筆、施設状況等各種

各種の試験・実験・研究等で訓練に有用な報告、研究資料

伝統工芸を伝承するための技能や人物を紹介

社会情勢や動向を調査・研究し、能力開発業務に関わる部分の考察をした報告



編 集 後 記

　すっかり冬らしい寒さとなり，風邪をひいている方を多く見かけるようになりま
した。これからインフルエンザも流行しますので，周りの迷惑にならないよう体調
管理には十分気を付けていきたいですね。
　今号の特集は，「新しいものづくり」についてでした。「ものづくりのイノベー
ション」，「ものづくり教育の新たな試み」に関する記事を4本ご投稿いただきまし
た。このうち特集4の廣瀬氏と五十嵐氏は，平成29年度職業能力開発論文コンクー
ルにおいて，厚生労働大臣賞（入選）を受賞されました！今後の取り組みについて
も，ご投稿をお待ちしております！
　特集以外では，前号に引き続き「職業大と技能五輪」をテーマとして，技能五輪
全国大会の職種から，「電子機器組立て」と「電工」に関する記事をご投稿いただ
きました。職種に関するわかりやすい解説に加えて，職業大の技能五輪への関わり
について知ることのできる有益な記事となっています。また，専門学校における「職
業実践専門課程」について考察した記事もご投稿いただきました。こちらは文部科
学省が進める取り組みですので，興味のある方も多いのではないでしょうか。
　平成30年の「技能と技術」誌の表紙を飾る表紙デザインが決定しました！次号で
は最優秀賞受賞者と指導してくださった先生の声を本誌でお伝えする予定です。
　平成30年の特集テーマが決まりました！1号（3月発行）の特集は，「職業訓練実
施の創意工夫」です。さまざまな取り組みを紹介できるテーマとなりますので，こ
の機会にぜひご投稿ください！� 【編集　鎌田】
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